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カルボキシメチルセルロースーキトサン分子複合体の

機械的および熱的性質　○木下　恵美子・中村　邦測（人妻女人）

　目的　セルロース誘導体のｰ種であるカルボキシメチルセルロー芦(CMC)(iこか染ﾂ剤

や食品増粘剤として広く用いられている。　２価以上の金属イオンで架橋させると、フィ

ルムを不溶化できることがわかった。しかし金属イオンでは廃棄分丿脚後そのまま金属イ

オンが残り環境汚染のもととなる。そこで今回は動物由来の高分子でポリカチオンであ

るキトサン(Ch)を用いてCMCと天然物同士で架橋させ、不溶化を計り混合比の界なるフィ

ルムを調製した。得られたフィルムの引張強度、熱的性質を測定しそれらの物性を検討

した。
　仙　引張試験はオリエンテック製のTENSIRON RTA-犬5Q0帽卜で抒速呼5mm/竹
ゲージ間隔30mmで行った。強仲度曲線より強度、ヤング率、仲度、破断点エネルギーを

計算した。熱分析はセイコー電子工業製示差走査熱量計(DSC 220C)により、昇降温速度

は10℃/minで吸着水中の不凍水量および邦熱容量(Cp)を測定した。
　耘薪乱面油衣Ch/CMC＝:1(7)点廠も応力漸高くむヽ仲I.湖脈

1 J-

号已

ことからChの架橋により,CMC分子は三次元となりのCh/CMC=1の点で最大となることが

分かった。DSCによる熱分析では、CMCとChの不凍水量はほぼ同量であるが、混合後は

Ch/CMC＝1の点で最少となり、架橋効果が認められた。 CpはCh/CMC＝1の点が最低とな
り架橋により分子鎖間の距離が狭くなったと考えられる。 Ch/CMC比が１より大きい場

合、小さい場合いずれも、Chを加えることによりCMC分子間が広がり疎な構造となり、

Ch/CMC＝1のフィルムのCpよりも大きくなった。

1 Fa－4 ジアルデヒド多糖類の靫皮性

○杉山理香･，長南虞il£*･.岡村浩,

(*昭和女子大学（院）･＊都立皮革技術センター）

目的：　墨近。工楽先逃国における製革工業では。地球環塊の保全, 労働偉生の両面から

の安全性が強く要望され、｢クリーンな製革技術｣のMii たと早川火施がlt±界的に爪凝視さ

れている。したがって、非クロム系株剤のI)H発が課Vflの一つになっている。本研究では多

籾類を過ヨウ素酸酸化し調製したジアルデヒド多糖類について、その靭刑としての利用を

試みた。

方法:　試料は、馬鈴瑞でん粉､とうもろこしでん粉､小変でん粉｡(馬鈴薯でん粉ととうもろ

こしでん粉にっいては、アミロースおよびアミロペクチンも使用)､ペクチン(レモン製)｡,1,!.;

鈴ツ1でん粉よりmmしたデキストリンを使川した。過ヨウ素酸酸化は、各多肪類にメタ過

ヨウ素酸ナトリウム水溶液を添加し15℃で釧時間反応を行った。酸化生成物のジアルデ

ヒド多紡類について酸化度、赤外吸収スペクトル、紫外吸収スペクトルを測定した。また

靭皮性を検討するため、ジアルデヒド多糖類で皮粉を処BVし、その処刑＼後の皮粉の熱変性

温度を測定した。

艇IHr:　ジアルデヒド多気慰lの1悛イヒasiま、いずniこおいても1悛ｲﾋ;j二80%iy､.hの商mｲﾋJ支の

加I^カ^rrらi＼た。赤夕＼-吸K又スペクトJレカゝらアハ

ペクトルにより、ジアルデヒドでん案分およrヌジアルデヒドデキストリンは240nmでのr吸

収が紹められた。また靭皮性について検討した結果、未処狸の皮粉と比較して、ジアルデ

ヒド多帖趣で処理した皮粉は高い熱変性}|≪＼度が昭められ。本研究においてmmしたジアル

デヒド多砧類の株剤としての可能性が認められた。
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